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【教育目標】 総合目標 知性を磨き、心を見つめ、チャレンジする生徒

◎自主性、創造性のある生徒（知育）

◎情操豊かな生徒 （徳育）

◎健康でたくましい生徒 （体育）

【３年 金融リテラシー授業】 ～将来の生活設計とお金について学ぶ～
９月２８日（木）の５・６校時に、３学

年の総合的な学習の時間に「金融リテラシ

ー授業」が行われました。この授業は、「社

会人として経済的に自立し、より良い暮ら

しを送る上で欠かせない生活スキルである

金融や経済に関する基本的な知識や判断力

を身に付ける」ことなどをねらいとして、

豊見城市教育委員会の主催により市内３中

学校の３学年で実施されました。

当日は、右の表の５名の講師をお招きし、

５校時に１組～５組、６校時に６組～９組の各学級で授業が行われました。授業で使うプレゼ

ン資料はどの学級も同じでしたが、各講師のこれまでの経験や個性を活かしたバラエティに富

んだ授業で、３年生の皆さんは興味深く話を聴いたり、積極的にクイズや質問に答えたりする

など、意欲的に授業に取り組んでいました。

内容は、まず、ライフプラン（どんな人生を送りたいか）について考え、自分の夢や欲しい

もの、やりたいことを実現するためにはどのようにしてお金を稼ぐか、そして、進学、就職、

結婚・出産、マイホーム購入などのライフイベントにはどれだけのお金が必要かなどについて

学びました。次に、収入・支出・貯蓄などの家計管理や、ニーズ（必要なもの）とウォンツ（欲

しいもの）について学び、お金の貯め方について考えました。最後に、フリマサイト・オンラ

インゲーム・架空請求などのトラブルについて学び、インターネット利用持の注意点や被害に

あわないためのポイントについて再確認しました。

成人年齢の引き下げ（１８歳成人）により、３年生の皆さんは３年後には「大人」になり、

親の同意がなくても「携帯電話の契約」「ローンを組む」「クレジットカードを作る」「アパー

トの契約」などが出来るようになります。３年生にとって「大人」は、ちょっと先の話ではな

く、もうすぐそこにやってきてい

る現実です。今回の学習を通して、

お金や経済のことだけでなく、自

分の生き方や社会人としての在り

方、大人としての責任などについ

ても考えてほしいと思いました。

講師紹介（敬称略）

№ 講 師 名 所 属 等

① 大重 智史 沖縄総合事務局上席調査官

② 岸本 トモ子 県金融広報アドバイザー

③ 大城 人志 県金融広報アドバイザー

④ 松本 哲 県金融広報アドバイザー

⑤ 佐々木かおり 県金融広報アドバイザー
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【県英語スピーチコンテスト】～３年渡慶次杏珠さんが出場！～
９月３０日（土）に、那覇市西町にある沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」において

「高円宮杯第７５回全日本中学校英語弁論大会沖縄県大会」が開催され、本校から３年生の渡

慶次杏珠さんが島尻地区代表

の一人として出場しました。

結果は優良賞で東京行きは叶

わなかったものの、練習の成

果を発揮して素晴らしいスピ

ーチでした。お疲れさま!!

【市内国語科研修】 ～安座間裕哉教諭が１年９組で国語の公開授業！～
９月２９日（金）の５校時に、１年９組において安座間裕

哉先生の国語の公開授業がありました。市内３中学校の国語

の先生方による授業研究会で、豊見城中・長嶺中からも国語

科の先生が来校し、公開授業・授業研究会を行いました。

単元名は「結末はどうなった？ 本文の描写を生かしてエ

ピローグを考えよう！」というもので、安東みきえ著『星の

花が降るころに』の本文に続けてオリジナルのエピローグを

考えました。生徒たちは、教科書本文の場面展開や登場人物

の関係性、心情の変化などを捉えながら、登場人物たちのそ

の後の物語を「読み手に

情景等が伝わる比喩表現」

を用いて創作しました。

どの生徒のエピローグも

素晴らしく、興味深く読

ませてもらいました。と

ても楽しい授業でした!!

【教職３年目研修】～照屋ゆり教諭が道徳科の授業を実施！～
９月２９日（金）の６校時に、１年９組において照屋ゆり先生の道徳の研究授業が行われ

ました。今回の授業は、「教職３年目研修」の一環として行われたもので、ゆり先生の他に、

當眞嗣学先生（伊良波中）・漢那崇友先生（南風原中）を加えた３名の先生方によるグループ

研究で、同じ教材を使って授業改善を図っていくというものでした。

教材は、マザー・テレサの献身的な貧民救済・人命救助の活動を描いた「あふれる愛」と

いう読み物資料で、生徒たちは「生命の尊さ」や献身的な愛について個人やグループで考え、

積極的に発表していました。１年９組の皆さんは、５校時に引き続き２時間連続の公開授業

でしたが、緊張や疲れも見せず意欲的に活動していました。お疲れ様でした!!


